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要 約

･JJ棚 tLP紬i活性剤C9I-119くニラo(clleCHe0-),i

lIの芥紡合皮のものに就き表面張力,及びパ ラフィ

ン何に対する接触角を測定し縮合度の変化と界面括性

剤の拙-)Jとの関係を調べ史にアズキ'}'ゥムシを対象に

して7レスリy液の殺虫力が前記活性剤にて如何に変

化するかを調べた.その結果一般に界面活性剤の漬姥

の増加は殺虫力を城少せしめた｡I

叉 DDT20%乳剤の乳化剤としてそれぞれ前記界

的一括牲剤の4,8,12,15m.ol･を位用し殺虫-JJを調べ

た折,その間に相違が見られ,苗統合の活性剤仙用の

場合,依折合のBil･合に比べて殺虫力は供かった. しか

しこれは高齢合の吻合,殺虫力が抑制されたのか,舵

緋稔の場合殺虫'))が増加したのか明かでない.

以上の出井ミを総合すると既述の物理的測定によって

のみ殺虫剤に対する界耐括性剤の影響を判断する恥 ま

山来ない｡これは拓性剤のミセル形成の影野と虫休が

aJJl+る蛸jnl物,雛脂物のiiiや矧 こ左右されるためと

考えられる結局これらの作用方式は5.E･言にて述べた作
川仙帆に従ってCI･る叫が判った｡
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2. ピレス ｡イ ドに対する除虫菊結晶性樹脂の共力効果につし､て (第 1報) tl]村悌∵･

松原弘道 (名古良大学 出学部 出芸化学鼓室 ･肢早大学 良学部 出芸化学教室)30.1.28.受理

r除虫菊樹脂中から分磁した結晶性樹脂及び其の塩酸分解物はアカイエカ幼虫に対し霞力を有せ

ず,又其のビレス17イ ドによる致死に対しても全く共力効果を示さないが,ヒレ7･l)ンによる

イエバエの落下仰葱に対しては共力効果を示すのを罷め,除虫菊剤の速効性の原因の一部は こ

の共力効果に依るものと想像せられるに至った｡

光に著者の1人m村及び共同研究者(1) は除虫菊有

効舜分を工業的に除虫菊花から石的ベンヂンで抽Luす

る際得られる別 旨中から mp1990の結晶を分紐し,

非の化学的性矧 こついて報JHしたO著者等は本化合物

並に共の塩恨分相 こよt)得られる mp222-2230の結

JIJが mcthylcncdioxyphcnyl之左を有する都から,那

4

の pyrethroidsに対する共力効刀ミに歩!収 をもち, ,lG

のアカイェカに対するEB性及び talcを払亡剤としてこ

れに除虫i･Jl粉或は除虫菊'ェキスを配合L pyrctllrins

含鼓を0.092%或は0.2%にした粉剤に除虫J!EU'結晶性

梯胴を pyrcthrinsの2-171.だ･iiiL添加しイエバェに対

する落下仰転共力効果を撤粉降下装正弦によ,)試放し
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たところ,木化介物は PyrCthrJ'nsの指-1叩収 効力を

1.2-･4.1f.Alt-1にLiYL攻L.叉枇鵬分frJ'f物 も',A:これに近い助

穴を77;したoV,7?山f!!J7E中に比の純な約JTIJ什化介物がlr･

花 し叉それが北のtr:な効ノJllTJlTl1111:1日軒JI-3-ろ叫は/)追

知られなかった印ですJi:1三gl主PJlある'):nlLであると抑 こ除

山/JJ'刑が他に此翔をみないntn'な洋~ド仰蛇効Xl･を'7-;チ

田川の一つは此の様な光-JJ効,lミによるものと考へられ

ろもので此矧 こ相 やするO

然 し印章ふ払共 Pyrcthrinsによるアカイエカ幼虫の

致死に対 してほ全く共力効果を示 さず,又前者は

.111cthrJ'nによる粥の致死に対 しても共力効月さを示さ

ないのを認めたo

実 験

1.突 放 材 料 一

(I)供 試 黙 剤 a)除虫JjJ'粉及び除虫*11.エキス,

除虫菊粉は市;収品を20')メッシュの民話を775過せ しめた

もので,一兆の有効成分合13-.fliは pyrethrin-I0.43%,

pyrethrin-ⅠIO･4n%,totalpyrethrin'so･f)2,0'(水

銀垢道元法)であり,除虫Zju'ェキスは掛脂性の沈澱を

全 く含まない市販品でpyrcthrin-I6･2D/Oo/,pyrethrinl

H 6.31/oof, total pyrethrins1:三･51,oi である.

I))Allethrin,S･Ti･Pcnick重唱!)03t分布の工業晶,

C)除出71･J'紹晶性樹胴及び粥の吐憤分解物,m村等 1)

耶 20 懲-I

に上.t)蹄DtfltJ'掛附から分脚された mplnOOの杖状枯

JllJにで,･Jr:･のJJiI.1僻分脚によ,)守rJられたものは mp222

-1221110の針状紙UJであ7J｡

(I)那,)和服に･TLmのJF;･刑及び乳化剤,hlc,Tui前章化批

Tu･cpnLi(I及びPipcronyl1)utoxitIc(pip･bllt･)は叩舵

JT.1hi,ylcnc及びhlltyl.lrChtcは化学川一弘hllである｡

(2)供試粉剤及び乳剤の調製法

粉剤の切合は-rJL'k砲の talcに約 1:Jそ及び印:I炎に

示す如き組成になる様に一定.I-itの鹿虫ZJ･J'結晶性即 行の

酌恨 メチル或は配恨エチル満液,結晶性樹脂坑憤分解

物のアセトン溶液叉は pip.hut.のエーテル軒液を加

へfTLi域を溜去 した後粉砕 し 更に一定11%の除虫菊粉或

は除山iJJ-ェキスのエーテル浴液を添加,更によく況合

し,Y;y(li郷が存在する場合はこれを潔蓋し,後 1'')Oヌツ

シュの節を全部通過せ しめた,i,?除虫菊粉挙用の場合

はZli:'剤とよく況介した筏mを泡週せ しめたO乳剤の場

合は pyrethrins王r-?(.illllethrin(純allethrinに挽

許 して90%nrlIを位川)に叶 ぐる軌TT此 脚】請或は共の塩

離分解物の況糾ヒは 1:I-1:8とし上記諮 薬剤を

乳化の方i･退条作.である那[);枯 m7プi及び約11-21に戻

す如き処方で況川 L年々透明な乳剤Tl;(淡を1̂F.舵 ,i,I.5比

のF,uri･刑にN'.冊 ブナルを況Jりしたのは払拭f'J.別 行の桁

脈圧を脚加せLy)ろかCある｡

Table]･ThetimeT,pcrccntknockdownYktat)1eof･仙ccommonllOtlqClly torthe

synergizedpyrcthrllm dustswithcryst;111incpyrcthror.csinc.ln(Iitsdccomposi-

tionproductI)yCOnCentmte(1hydr,ochlorJ'CこICi(I.

I 5
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(3)供 書式昆 虫

粉剤の試験に川 ひた イェバェ Muscado"leStL'ca

t)icinaMacquardt成虫は京都大学化学研死所武rlI研

究毒では12tfZ.条件で飼育 したもので,-羽化後4-LEi日を

経たものであり, 又乳剤の試験に用いたアカイエカ

CTLZex♪ipz'ens工.･_var･I,0lLe'7SCoqui･幼虫は岐阜

tlJl打郊の著者宅の下水沼から探災した卵塊を水道水を

盛った水称Ilで蛸化せ しめ薬用酵母にて飼育したもの

で卯糾ヒ役5-7日目の3令虫である.

lT.臭駁装置及び方法

粉剤のイエJl'ェに対する箔下仰転についての宍致装

iEl及び方法は共に長沢等(eJに よって報JiI･せられた撒

粉降下装荘法と略同じで (英丑O.1g),叉アカイエカ

幼虫に対する乳剤の有効度についての試験には松原■3)

が光に報告 したと同様に,所要波蛇に稀釈 した乳剤

2OOccを盛ったべ トリ-mにアカイエカ幼虫をlO匹屯

入れ,24時間後の生死を観察した.宍験は1薬剤につ

いて対数間附に2叉は4系列の稀釈液 6校を作 り1稀

節 ･20 省一Ⅰ

釈液について100匹の昆虫について行った｡

ⅠⅠⅠ.実験結果及び考察

A.イエバエ成虫に対する落下仰転試験

実験は粉剤番号Al-El豆巨に A2-D17の2釆列に分

けて行ひ,pyrethrins甑として除虫菊粉を況川 した

各粉剤の組成,実験回数,供米虫数及び処理時間と致

落下仰転出数率との関係は窮1尖の如くであるO佃除

虫菊粉を配剤 しない結晶性別 旨及び共の塩椴分乃物 Iii

剤では32分間に何れも全ぐイエ,,'ェの諮下仰位を戻さ

なかった｡ .

妨113;･の結果を BLISSの probit法によE)璽宣皿す

ると茄2封に示した結果を得るo

こ でゝ bは時間 Tを対数 t,致落下仰転虫敷革 Ŷ･
を probitykに変換して求めた時間一致諮下仰拡虫

数牢固惜敗の方程式 yk--5+b(i-i)のtrJ系,ヨ∈

の逆数 1/b-Jは変換された抵抗性の正-;3扮 :仙ul紙

の標準稲造である｡iは中央位で共の逆対数値引 糾I
火致落下抑転時間である｡

Table2.Characteristicsofthetim占knock dolvn regression isodos6softhecommon

houscflyforthesyncrglzcdpyrethrum dustswithCrystallinepyretllrOreSinc

anditsdeconlPOSitionproductbycone.hydrochloricacid･

Code.Sign of

duststcstcd

StこIndard

deviation

LT

Regression

coe氏cient

b-1/5

AT)solutecfrectivencss

EnomgeckT(Cldoi封 "a;oT.i;;n:itkinT;cck

今宮を粉剤のLJf効蛇の指だ壬として考?.L享すれば,除虫

2y･J'粉として川ひた PyrcthrinsにヨLl･の2-17倍の結晶

性捌 指を7Ts加すればそのイエJ:ェに対する搭下仰怯効

果が2･30-4･141'･;A.･･I=fLY]蛾さ1/Lる叫 と.なるo比の鵬 与

品性樹脂の添加辻が4倍以上になると共ソJ効果の増強

率は小となる)又鴇品性樹脂,壬S･の塩酸分脈物及び

pip･11ut･の pyrethrinsに対する共JJ効果を共の混

合比 1:8･7の場合に?いて比較 したところ,塩酸分

解物も亦共力効果を示し,共の落下仰転共力壁は2･37

にて pip.but.のO.2･')IIHY.に相当し,又結晶性樹脂は

6

lミclativc
effectiVCnC.qS

Mediancquil,alcnt

pip.but.の0.20倍に相当するのを認めた｡

以上の宍験は pyerthrins源として除虫射粉を川ひ

たのであるが,除虫Zjj粉中には既に多Liの紬Ihlj牲矧粥

が合有せられている瞥 ごあり,I)yrCthrinsに対する

結晶性樹脂の比率も節 1炎にて読されているものよt)

災際には透かに火と考-ねばならない｡速効比の点で

は他に軒別をみないといわ!Lろ除虫菊剤111に於て純

pyrethrinsに対 し組fZl比樹脂が宍際上どの程腔の搭

下仰転共-))効果を光托しているかは極めて興nJiある問

超で,こjLには樹脂等を全く合有 しない各紙 pyreth-
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roidsを位m して研兜すべきであるが,邦の入･T.･が悶 別 行及びJE･のilJmク州那加桝 計Cは何れも(il分mtこ全く

難のため耽敢へずf朋汚沢の沈毅を全く分JJ.せず約晶性 イ工,,'ェの-ilHド仰rFiを)l'･.さなかった｡

樹脂の含Liの此校的少ない防火Jju'ェキスを仙川してそ 筋3衣の失敬紙刀ミを前とTrI]槌に lH.lHlのl)rohit池

れに対す7Df.7iLUJ性捌ほの-1'H~ド仰.!7.W.I/))効火を別Ui取同 により整理すると琉 4衣の様になる｡

様に行ひ節3炎の如き純米を亨I.Eた｡(.I.7.比の際約品比

Table3.ThetimeT,percentknockdoIVnYNI;ll)lcofthecommonhouseflyforthe●
synergizcdpyrethrum dustsWith.crystnllincpyrethroresineanditsdecomposi-

tionproductbyconc･llydrocllloricacid.

CodesignofdusttestedlA3 1133 C3 ll ^ ･ I 7-4 I cJ L D4

Table4.Characteristicsofthetimeknockdownregressionisodosesofthecommon

houseflyforthesynergizedpyrethrum dustwith crystallinepyrethroresine

anditsdecompositionproduct1)yconc･hydrochloricacid.

7
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即ち除虫Zju一粉の代E)にp除虫菊ェキスを pyrethrins

抄講として粉剤に況mした域合,pyrcpthrinsに等iiiの

約JIll仕掛脂を添加した場合は落下仰転共力効果を示さ

ず,･邦の2-8倍放添加すれば其の効力を1.2O-1.43

†[･IHこitiLEiする｡然 し除虫菊粉を用ひた切分より一般に

兆の火力蛇が遥かに心である.これは供試iJlj粉剤巾に

於ける pyrethrinsの存在形態のEi･るによるものか或

は除山JJJlェキス中に含有せられる結晶性別 指の相対的

合iiiLが除虫菊粉より少ない為 pyrethrir)Sと結晶性樹

脂の混合比率が弼粉剤問に益があるによるものと想像

せ られる｡付此の際樹脂塩酸分解物も pyrethrinsに

対 し落下仰転共力効月王を示し,それを pyrethrinsの

8倍免を添加する恥 こより;E･の効力が1.18倍に昭竣す

る｡然 し除虫-gJ.粉を川ひた前実験の均分は兆の共力比

が結晶性樹脂のそれより大であったが,除虫菊ェキス

を川ひた切介はそれと反対の結光を得ている.

B.アカイエカ幼虫に対する殺虫試験

(.1) アカイエカ幼虫に対する除虫菊結晶性別 旨及

び其の埴酸分取物の毒力試験 III村rJ)は光に結晶性

別 旨がイ干,:ェ成虫に対して全く享8'--))がない叫を言及め,

叉著者等の前突験によE)粉剤プf･J'怨では紙urL比別 行及び

共の塩酸分解物共にイ工,,'ェ成虫に対 して全く搭下仰

吃力の.9軌､功が明かとなった｡然 し両化合物がg<して

methylenedioxypIlen)/1基を右する他の多くの化介物

と同様に pyrethrinsによるアカイエカの幼虫の致死

に対して共力効果を宥するか否かは槌めて興蛇ある閃

抱であるので,それを宍験するに先立ち耐化食物のア

カイェカ幼虫に対する冠力について試験した｡

.乳剤の基剤としては結晶性樹脂の溶解比から動機7'1

チルとキシレンの況合液を,乳化剤としては TWL･Cn

80を位用 した妨5炎の如き組成の放浪を調製 し,アカ

イエカ幼虫に対する殺虫試験を行ひ約6X-の如き紹At

を子等た｡

TableS.ThecompositionoftheoT･iginalemulsionsforthecxpcrimcntsoftheto.Yicity

oLcrystallinepyrethTOreSincand itsdecompositionproducthycone.hydro-

chloricacidtomospuitolarva.

Table6.Dosage(ppm)･nlOrtality(%)tables

forp】pcronylbutoxide,crystallinepyrcth-
roresineanditsdecompositionproductemul-

sionstomosquitolarva･

約 6表の純月ミを log-probabilitypapcr上にブt,

ツトしそこに描かれた予btl'3回編組から結urh性別 汚(AD)

及び粥の塩恨分解物 (BJJ)のアカイエカ幼虫に対する

手話-JJはars焚乳剤 (E5)と殆んt'益が無く,弼結晶共

全く招カを有 しないきJl;が元されている.

佃 pip･hut･(C乃) は比か--i.'j力を才け る叫が,7読され

ているが,I.相識 pyrethrins(Ds)に比校すれば透か

に小である｡

(2) Pyrethrinsに対する除虫菊結晶性樹脂及

び其の塩酸分解物の致死共 力効果試駿 pyrcthrins

によるアカ'ィェヵ幼虫の致死に対する防火-AtJ'払MJl肘
脂及び共の塩酸分解物の共力効児を知る為に妨7誠に

元す如き組成の A6-DG, 7̂-D7及び 8̂-C巧の三

系列の原乳剤を調製し,前述の方法に従ひアカイエカ

幼虫に対する殺虫試験を行ひ茄8式の如き紙火を柑た｡

約8采の緋月ミについて朝に桁冊な此校を行ふため,

ril･r･S･1の prohit状によE)jLl･の図111ti-)}一校式を淡め,Ai.

にこれと観測(出の問の適合性に関する ,1'空試験を打つ
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Table7.TheCOmPOSit王onoEtheorifrimlcmlllsionsLotthe

c叩Crimcnts.of syncrgjstic action of cTyStLlllinc

p)･rLtthroTCSincnmljtHIeconll)O･iitionI)ro(lucH,yeonc･

hytlrorhloric.lCitlWithpyrethrins･

Table8.Dosage(ppm)-mortality(%)tablesforpyrethrum

emulsionsmixed withcrystallinepyrethroresinean(I

itsdecompositionproducthycone.hydrochlorieacid

tom()sqllitolarva･

た約月王を託すと卯叩 壬の通 りであ'

ろ ｡

m U;Rの約月!･から乳剤茄爪一死

虫卿ilmfb'!を描き,こきいこ誠き件

乳剤の絶対及び相対JJl効蛇を訓 目

すれば茄10炎の近 りである｡

坑10夫の結果から pyrcthrins

によるアカイエカ幼虫に対する致

死に対 し除虫菊結晶性別 汚及び非

の塩酸分解物共に共の混合比 1;1

.i1;8の範田では全 く共力効果を

11･しない?Jfが示されているoイ工

,.･ェの洋1:仰位には共力効果を石

し,I;らアカイエカ幼虫の致死に対

しては全 く北-JJ効果を示さない化

介物がlr.[け ち叫は矧 こ枚鹿例が

祁if.･･したところであるが,比の同

化介物も亦此の和の化介物群に入

る丁伽 ;明かとなった○

(3) Allethrinに対す る除

虫菊結晶性即 苛の致死共力効果試 ､

放 TLjTJ災験によって PyrCLhrins

によるアカイエカ幼虫の致死に対

して捌 ん他だ那細 ;全 く共力効果を

示さない湘 :nJ]かとなったが7合

成 pyretI､roidsの一粒で ある

allcthrin l与野_L如何なる効果を

元すかは興味ある間超であるので･

節1域 に示す様な組成の尿乳剤を

調製 し アカイエカ幼虫に対する

殺虫粥的な行ひ,allcthrinに対

すろi!i,mM.IB川.iの致死]fi力効果を

試飲 したところ,"ilh;L'-'ノitこ試す如

き糾只を紺た｡

上の純只から前と同校に共の真

正丁死出率l羊よる予T,消'回揃脱を措

普,それから考察すれば'alleth-

rinに よるアカイエカ幼虫 の致

死に対 しては結晶蛭田脂は全 く共

力効果を示さず,む しろ桔抗的に

働く印が示されているo

U
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Table9･Summaryofdataofexperimentsfor'relationofdosag.eandmortality to

･ mosquitohrvainpyrethrumemulsionsmixedwithcrystallinepyrcthroTCSinc

anditsdeconlPOSitioi一PrOductbycone.hydrochloricacid･

Table10･AbsoluteandrelativetoxicityofpyrethrumemulsionsmiXcdlYithcrystalline

pyrcthroTeSincanditsdecompositionpr'oductbycone.hydrochloricacid to

mosquitolarva･

Codesignof
emulsion

Absolutetoxicity 1くC】ativetoxicity
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Tablell.TIIC ぐ-mlP｡SitionortheorJ'Lqirnlc1111]1_qit)ns

tortlll! (･叩 ttrjI11(･ntfiOr.i;ynCrgisHc nctioll

orcry.<hllincllyrcHll･orcSincWithn11cH1rhl･

TableI2･7)osagc(ppm)-mortality(/oof)tablesforau-

ethrin emulsions mixed lVith crystalline

pyrethroresinetomosquitobrva･

DilutionI?,O;;:,elてnu望f:tesr巨 車 Ic車 IEo

総 括 .

タルクを拭剤とし除虫菊粉を配合 し pyrethrins

art.(を 0.Of)12,00'にした粉剤に除虫菊結晶性樹脂を

I)yrcthrinsのL)-17(.LでIit添加し,撒粉降下装定法によ

りイ工,,'J.に対すろ粁 ド仰怯共力効果を試験したとこ

7),机WLm.qHの添加により粥の効力が2.3-4.1倍

に脚流される｡此のFT綿.(.'JhlI性f珊】指の添加'rliEが4倍以上

になると･jI;･'JJ効刀工の1批肝的土小となる.又弘汀雌甜胴

のJi珊蟹分附的も亦 pyrL･thrinsに対し･jI.A:JJ効月ミを示し

JE･のila介比 l;ド.7の場介の洋一.'m偲非力比は2.:汀に

てpip･pl-I.のそれのO.2'･-,(.71に相当し,紘,T.TllごL捌け

のそれは pir･.7川t･のO.2Ol汀に相当するのを認めた,

L',Mi'ZJ･J'粉の代r)にh',37山 2JJ'ェキスを位川した

Fl'J梯のり!顆では l･yrcthrjnsに･-兆の2-H

lL7の 糾 'JhItlJI淵mJkにJEのLq.t7のJJだ糖分附 物

を添加すれば･lC.のイーT･Jl'ェに対する粁 lI仰

転効刃三が1.2-I.ll;1'･に昭放される..烈し

何れの切n･でも除ihJjJ'粉を川ひた切介はh',77
山yu'ェキ71を川ひた切付より粥のJI1-JJ控は

還かに大であるO

除虫菊結晶性矧】汚及び非の蛇僻分脈的'JI:A

にアカイェカ幼虫に対し全く音琵力をイJせず.

pyrethrins に閃化合物の1-SllY･正を拓

加した乳剤のアカイェカ幼虫に軍する投出

試験では両剤共全く致死共力効果を示さず,

又結晶性別 Rはallethrinに衷 しても致死

非力効果を示さなかったo

J:の箔結果からpyrethrins剤が他薬剤

に比現をみない速効的な落下仰転力を戻す

班関の-矧 ま比の様な pyrethrinsと除虫

弟紙f.rJ比捌 指とのJI;･力作川に鵜くものと考

へられる｡

木研究のJulは苛-1子の一人牧田が)J'･..都大

学化学研兜析訪印:･研究三引こ内地研究Elとし

て田学申Ui施したもので御恩‡巧な刑隅鞘を

腸ったhlrJ.t≡'･Lll教授並びに大野稔助教授及

び出物;-1t.Frlに獅仙TI:をR切った長沢純大代に

大 仰々 く感謝する.

支 持天

(1) m村仲-,苛ホ博大 :日本皿芸化

t.'･'_･全大会兜ゴミ 昭和2叫:1)I1l1

(2) 長沢純夫,市野武之助 :防虫科tlL:,

ls.46(1940)

(3) 松原弘道,防虫科学,18,10(10.-)3)

(4) 田村帰一 .･宋光来

(:') 松田弘前,GJj血相 ):I,19,47(lf)I-A)

Rf.qllmd

FortheI】url10くCOfrc.qc:trchingtheSynCrfri.qtic

actiくり10rr)yrL･throHsWithcry告t.111incpyrctllrO-

resine(mpllJlJO)ll･hichll･.lSi.qohtc(Il'yT M̂UT:A

andhisco-1VOrkersfrom resincorp.vrcthrurn

Fxtract,theatlthorsprepared pyrethnlm dusts

containingpyrethrinsO･092%,crystal一inepyr-

cthroreLSineO･2-1･6% by mixing pyrethrum

pnlVderand crystallinepyrethroresiTle;using

tこlIcascarrier;thenascertainedtheireffectil'_

cncssfortheknock-doll,nOftheadultofthe

ll
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C｡mmonhousefly(MLLS{adomesticasvie:naMnc-

quardt)bythesettlingdustappamtusmcthod･

From themedian.knock-downtime,theauthors

CouldComparetheeLrectivencssofeachdustsas

crystilllincpyrcthroresincincreasedtheeffectiv-

enessofpyrethrinsby2･3-4･ltimes･Decoml

positionproductofcrystallinepyrcthrorcsinehy

COnCCntratCdhydrochloricacid(mp222-30)also

cxhihitc(1syncrgisticactionwithpyrethrinsfor

knot:k･doIYnOfhousefly;itsdcgrecofsyncrgism

hcingi三･37,corresponding toO･25timeofthe

.S.lmCOfpiperonylbutoxide･

Inthesamecxperimcntsinlwhichpyrcthrum

cxtmcthcingusedinsteadofpyrethrumpowdcT,

ifpyrethrinsWasmixed ､vith 2-8timeof

crystallinepyrethroresineanditsdecomposition

productbyconcentratedhydrochloricacid,the

knock-dolVn effectivenessof pyrcthrum dusts

increased I)y1.2-1･4tirnes.In'general,the

節 20 怨-I.

degrccofsyncrgism_forknock-downOfdusts

in which pyrethrum I)oIHler hcinLqused as

pyrethrinssourcewasfoundtohcfartlrCarer

tbanthatofpyretllrum eXtraCt･

Crystallinepyrethroresineanditsdecomposi-

tionproducthyhydrochloricaciddidnotLIXhibit

anytoxicityforthelarvaofthecommonhouse

mosquito(CulexZn'3･ieTISL･vcr.I,0lTcIZSCoqui.)

andalso･syncrgisticactionlVithpyrcthrinsin

thcmortalityofmosquitolarva･And,crystal-

linepyrethroresincdid notexhibitsynerfristic

aetionwith allcthrin in the-mortLllityofthe

Same●

Thus,fromLtheresultsmentioned･a])ovc.it

shouldbcnotedthtapartofcauseofmpid

krlOC k-downeffectofpyrethnlplprep.1rationfor

insectsdependentsexclusivelyuponthesyncr-

gistieactionofcrystallinepyrethrorcsincwith

pyrethrins･

･ComparisonoftlleToxicityofAldrin,I)ieldrinand ♪,〟 -DDTtoPtlpaeOfthe

CommonIIotlSehrosquito, CuZex pl'L,lensI;W･i;allelLSCoquillctt･Sttldies on the

EtiologicalAssay oflnsecticides･ⅩⅩVIII･SumioN ĜAŜ ､Ŷ (TakciLa1,.orator)I.
InstitutcforChemicalResearch,Kyoto Univcrsity･Takatsuki,1apan)ⅠミcecivcdI.1n.

31,1955.BolylL･Kagahu20,12-15,1953(lVithEnglishrdsumi,15).

3･ アカイエカの矧 こ対するAldrin･Dieldrin お串び 1,,1･'-DDT の毒力の此奴･

殺虫軌の生物試験に関する研究･ 第 28報 長沢純夫 (京都大学 イヒ学研究所 武即 F究鼓)

●30.1.31.受理｡

Aldrin と dieldrinのアカイエカの蛸に対する韓力を♪･L･'-DDTのそれと比較した｡

Ⅰ.緒 言

^1(hinおよび dieldrinの諸種の昆虫に対 してお

こなわれた毒力の検討は,すでにおびただしい数の和

文となって発尖されているOそしてこれらふたつの某

物は,きわめてつよい沼力をイJL,1Jut:広範田な利用

illiをm拭しつつある｡木T謡においでは,アカイエカの

蛸に対するi話力を,郡着 く2) がまえまえからおこなっ

ている方弘によって.♪,P'-DDT のそれと比較した
結光をしろす.本文に入るに先立ち∴実験の助力と,

数IA-の計算に点力せられた柴Di砂口子快に謝意を表す

る次節である｡

11.突 放材料 一

(I) 供 試 窮 剤

ここにもちいた aldrinおよび dieldrinはJulius

llymanCo.,Colorado,U･S･A･のDr･Y･P･Sun

12

よL)送付された rechrystallizcdaldrinおよびdicト

drinで,♪,〆 ･DDT (mp･107･5-1030)は当研兜

まで精製せられたものである｡これらの班Fnに際して

は,toxicant'2,xylolll',sulphonatcdoil6の処

方にしたがって 10% の乳剤 とした,xylolはuLu.F.(

137-1400の深分のもので,su】phonatcd｡王1は城旺

放縦の方法によって相当程姥脱水朽割したものである｡

(2) 供 試 昆 虫

拓親市内の排水矧 こおいて採雄したアカイエカの幼

虫の,宍験室内で宍験開始前約 2棚引Lu以内に鮒 ヒし

た個体をもちいたOそして供試偶作を採収した後の鶴
存幼虫はこれを招来し.あらたに採掘 したものの

2O時W内に蜘化した仰雌 だけなもちいちょうにした｡

･ ⅠⅠⅠ.実 験方法･

拡径 9cm,探さ4cmのシャーレにqTr要の淡蛇に和


